
●Ｐ１：農業まつりが開催されました
●Ｐ２：認定農業者との意見交換会を開催

しました
●Ｐ２：利用意向調査を実施します
●Ｐ２：伊勢崎市農業施策等に関する意見

書を提出
●Ｐ３：新農業委員を紹介します！
●Ｐ３：相続登記の申請が義務化されます
●Ｐ３：あかぼり小菊の里
●Ｐ３：小泉コスモス
●Ｐ３：令和４年度関東ブロック女性農業

委員研修会
●Ｐ４：農作業事故をなくそう！
●Ｐ４：申請書の締切日は毎月10日です！

主な記事
　
11
月
23
日
に
第
60
回
伊
勢
崎
市

農
業
ま
つ
り
が
ナ
ル
セ
グ
ル
ー
プ

伊
勢
崎
市
民
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
、
３
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、「
未
来
に
つ
な
げ
る
地
元

農
業
！
〜
地
元
農
畜
産
物
ア
ピ
ー
ル

大
作
戦
〜
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ

て
、
農
業
の
振
興
と
農
畜
産
物
の
安

全
・
安
心
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
伊
勢

崎
市
の
優
れ
た
農
業
を
よ
り
多
く
の

消
費
者
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
願
い
を
込
め
て
、
た
く
さ
ん
の
イ

ベ
ン
ト
と
と
も
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
で
し

た
が
、
多
く
の
お
客
様
に
来
場
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

農
業
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

草が生い茂っていて境界が見えにくい
状況で事故が起きました。

農
作
業
事
故
を

　
　な
く
そ
う
！

農
作
業
事
故
を

　
　な
く
そ
う
！

１件の重大な事故

２９件の
軽微な事故

３００件の
ヒヤリ・ハット

ハインリッヒの法則

　農地の売買や貸借、転用の許可申請などの締め切り
は毎月10日となります。10日が休日の場合、直後の市
役所開庁日です。締め切り日付近は混雑しますので、
お早めにお越しください。
○締切日
12月12日、令和5年1月10日、2月10日、3月10日、4月10日

申請書の締切日は毎月10日です！

ま
す
。

◇
詰
ま
り
除
去
時
は
エ
ン
ジ
ン

停
止

　
ロ
ー
タ
リ
ー
や
刈
り
払
い
機

等
に
草
が
絡
ま
っ
た
際
、
エ
ン

ジ
ン
を
止
め
ず
に
取
り
除
い
て

い
ま
せ
ん
か
？

　
回
転
部
へ
の
巻
き
込
ま
れ
で

重
大
な
事
故
に
至
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。
エ
ン
ジ
ン
停
止
を

習
慣
化
し
ま
し
ょ
う
。

◇
ヒ
ヤ
リ・ハ
ッ
ト
を
見
逃
さ
な
い

　
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法
則
で
は
、

１
件
の
重
大
な
事
故
が
起
こ
る

前
に
は
29
件
の
軽
微
な
事
故
が

あ
り
、
3
0
0
件
の
ヒ
ヤ
リ
・

ハ
ッ
ト
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
は
「
ヒ
ヤ
リ
」
と
し
た
経

験
を
放
置
せ
ず
、
不
安
全
な
状

態
や
行
為
を
改
善
す
る
こ
と
が

重
要
に
な
り
ま
す
。

を
付
け
て
も
後
方
か
ら
見
え
る

位
置
や
幅
の
わ
か
る
位
置
に

「
低
速
車
マ
ー
ク
」や「
反
射
板
」

を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

◇
作
業
前
に
は
機
械
の
点
検
・

整
備
ほ
場
周
辺
の
安
全
点
検

　
機
械
不
調
に
よ
る
作
業
の
中

断
は
、
焦
り
に
つ
な
が
り
や
す

く
、
そ
う
い
う
時
に
こ
そ
事
故

は
発
生
し
が
ち
で
す
。
作
業
前

に
は
取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
ん

で
機
械
の
点
検
整
備
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
ほ
場
周
辺
に

危
険
箇
所
が
な
い
か
確
認
し
、

路
肩
や
ほ
場
の
境
が
は
っ
き
り

と
わ
か
る
よ
う
に
草
刈
り
を

行
っ
た
り
、
危
険
箇
所
に
ポ
ー

ル
等
の
目
印
を
立
て
る
な
ど
の

対
策
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

身
近
に
潜
む
事
故

  

死
亡
に
は
至
ら
な
い
負
傷
事

故
も
多
発
し
て
い
ま
す
。
特
に

多
い
も
の
に
、
刈
り
払
い
機
に

よ
る
ケ
ガ
、
回
転
部
へ
の
巻
き

込
ま
れ
、
高
所
か
ら
の
転
落
等

が
あ
り
ま
す
。

◇
保
護
具
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う

　
刈
り
払
い
機
に
よ
る
ケ
ガ
で
は
、

破
損
し
た
刈
刃
の
破
片
が
目
に

刺
さ
っ
た
り
、
体
に
入
り
込
ん

だ
事
例
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い

て
い
る
条
件
に
当
て
は
ま
る
事

例
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

事
故
事
例
に
学
ぶ
安
全
対
策

◇
安
全
キ
ャ
ブ
・
フ
レ
ー
ム
の

装
着
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

　
安
全
フ
レ
ー
ム
等
を
装
着
し

て
い
て
も
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

し
て
い
な
く
て
投
げ
出
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
農
機
を
運
転

す
る
際
に
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

◇
低
速
車
マ
ー
ク
や
反
射
板
の

装
着

　
速
度
の
遅
い
農
耕
車
が
、
夕

方
か
ら
夜
に
か
け
て
の
時
間
帯

に
後
続
車
か
ら
追
突
さ
れ
る
事

故
が
増
え
て
い
ま
す
。
一
般
車

両
と
の
接
触
や
追
突
を
防
ぐ
た

め
に
は
周
囲
に
気
付
い
て
も
ら

う
こ
と
が
大
切
で
す
。
作
業
機

　
農
作
業
中
の
事
故
で
、
毎
年

3
0
0
人
近
く
の
方
が
亡
く
な

っ
て
お
り
、
県
内
で
も
毎
年
７

件
前
後
の
死
亡
事
故
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
に
は
、
日
頃
の
作
業
の
中

に
ど
の
よ
う
な
危
険
が
潜
ん
で

い
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

過
去
の
事
故
事
例
か
ら

　
農
林
水
産
省
の
死
亡
事
故
調

査
で
は
、
令
和
２
年
の
死
亡
事

故
の
７
割
が
機
械
に
関
係
す
る

事
故
で
、
そ
の
中
で
も
乗
用
型

ト
ラ
ク
タ
ー
の
転
落
・
転
倒
に

よ
る
も
の
が
最
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
県
内
で
の
事
故
事
例
を
み
て

も
転
倒
に
よ
る
も
の
が
最
大
の

要
因
で
す
。
県
内
の
事
故
要
因

を
分
析
し
て
み
る
と
、「
安
全

フ
レ
ー
ム
が
つ
い
て
い
な
い
」、

「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
な

か
っ
た
」「
日
没
が
近
く
て
見

え
に
く
い
状
況
だ
っ
た
」「
雑

草
が
繁
茂
し
て
い
て
境
界
が
見

え
に
く
か
っ
た
」
な
ど
死
亡
事

故
が
発
生
し
や
す
い
と
言
わ
れ

（
伊
勢
崎
地
区
農
業
指
導
セ
ン
タ
ー
）

伊勢崎市の HP
⬇

産業・ビジネス
⬇
農業
⬇

農地法関係各申請手続き

○検索方法

市のHP https://www.city.isesaki.lg.jp

農地転用、賃貸借解除等の各申請書は
伊勢崎市のホームページから取得できます！

た
。
農
産
物
共
進
会
か
ら
多
く
の

出
品
物
を
は
じ
め
、
鉢
花
の
即
売

の
ほ
か
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
の
飲

食
販
売
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
　

　
ス
ペ
シ
ャ
ル
農
業
応
援
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
特
徴
と
す
る
ご
当
地
ア
イ
ド

ル
M
e
n
k
o
i
ガ
ー
ル
ズ
の

ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
、
子
ど
も
達

に
よ
る
チ
ア
ダ
ン
ス
や
も
の
ま
ね

番
組
で
お
な
じ
み
の
神
奈
月
さ
ん

の
も
の
ま
ね
ス
テ
ー
ジ
が
披
露
さ

れ
大
盛
況
で
し
た
。
消
防
車
や
パ

ト
カ
ー
な
ど
が
間
近
で
見
ら
れ
る

乗
り
物
コ
ー
ナ
ー
は
た
く
さ
ん
の

子
ど
も
達
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し

た
。

　
秋
の
一
日
、
老
若
男
女
問
わ
ず

楽
し
く
過
ご
せ
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
来
年
の
農
業
ま
つ
り
に
は
ぜ

令和4年12月 （４）
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令
和
４
年
度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
農
業
委
員
研
修
会

小
泉
コ
ス
モ
ス

小
泉
コ
ス
モ
ス

　
令
和
４
年
度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

女
性
農
業
委
員
研
修
会
が
11
月

9
日
、
ホ
テ
ル
東
日
本
宇
都
宮

で
開
催
さ
れ
、
関
東
８
都
県
の

女
性
農
業
委
員
を
中
心
に
集
ま

り
、
伊
勢
崎
市
農
業
委
員
会
か

ら
も
女
性
委
員
3
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
今
研
修
会
の
テ
ー
マ
と
し
て

「
農
地
利
用
の
最
適
化
を
推
進

し
、
持
続
的
な
農
業
を
！
〜
女

性
委
員
の
活
動
を
広
げ
よ
う
〜
」

を
掲
げ
、
講
演
と
取
組
事
例
報

告
を
学
び
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
宇
都
宮
大
学
農
学

部
の
西
山
未
真
教
授
を
講
師
と

し
て
お
招
き
し
、
こ
れ
か
ら
の

持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る

た
め
の
女
性
農
業
者
の
役
割
に

つ
い
て
お
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
栃
木
県
大
田
原
市
農

業
委
員
会
か
ら
女
性
農
業
委
員

な
ら
で
は
の
視
点
か
ら
取
り
組

ん
で
き
た
女
性
の
た
め
の
活
動

紹
介
の
事
例
報
告
を
受
け
、
全

国
農
業
会
議
所
か
ら
、
農
業
委

員
会
の
女
性
を
取
り
巻
く
状
況

と
女
性
登
用
の
大
切
さ
・
取
組

　
あ
か
ぼ
り
小
菊
の
里
の
小
菊

が
11
月
上
旬
に
見
頃
を
向
か

え
、
色
取
り
取
り
の
小
菊
が
咲

き
ま
し
た
。

　
会
場
と
な
る
磯
町
の
小
高
い

丘
一
面
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
が
植
え
た
約
二
万
株
も

の
小
菊（
玉
菊
）が
咲
き
乱
れ
、

小
菊
の
香
り
が
辺
り
に
漂
い
ま

し
た
。

　
会
場
に

は
、
小
菊

を
見
に
来

た
人
々
で

賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

　
所
有
者
が
亡
く
な
っ
た
の
に
、

相
続
登
記
が
さ
れ
な
い
と
、
登

記
簿
を
見
て
も
持
ち
主
が
わ
か

ら
ず
、
公
共
事
業
や
災
害
復
興

の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
問
題
を
防
ぐ
た
め
の
法

律
が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
相
続
登
記
が
義
務
化
さ

れ
ま
す
。

☆
義
務
化
施
行
日
　

　
令
和
６
年
４
月
１
日

☆
申
請
義
務
の
対
象
者
と
履
行

期
間

　
不
動
産
を
取
得
し
た
相
続
人

に
対
し
、
そ
の
取
得
を
知
っ
た

日
か
ら
３
年
以
内

　
施
行
日
前
に
相
続
の
開
始
が

あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
も
適
用

さ
れ
ま
す
（
遡
及
適
用
）

☆
正
当
な
理
由
な
く
登
記
の
申

請
を
怠
っ
た
場
合

　
10
万
円
以
下
の
過
料
が
科
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

☆
相
続
人
申
告
登
記
の
新
設

　
相
続
登
記
の
申
請
義
務
を
簡

易
に
履
行
す
る
こ
と
を
可
能
に

す
る
た
め
、
同
日
施
行
。

　
詳
し
く
は
、
法
務
省
H
P

ま
た
は
法
務
局
ま
で

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
貴
重
な
お
話
を
聞
く
と
と
も

に
、
県
内
だ
け
で
な
く
他
県
の

女
性
農
業
委
員
と
の
交
流
も
深

め
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
有

意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

〜
研
修
会
に
参
加
し
て
…
〜

　
女
性
の
活
動
を
広
げ
る
た
め

の
研
修
会
で
、
参
加
さ
れ
た
皆

様
が
と
て
も
有
意
義
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
講
演
会
や
事
例
発
表
を
聞
き
、

自
由
な
発
想
を
持
っ
た
女
性
農

業
者
の
役
割
が
私
た
ち
の
活
動

に
と
っ
て
と
て
も
重
要
で
あ
る

と
勉
強
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
こ
の
研
修
会
で
得
た
知

識
を
生
か
し
て
実
り
あ
る
活
動

を
実
践
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
　（
井
田
農
業
委
員
）

　
あ
ず
ま
地
区
の
農
業
委
員
の

辞
任
に
伴
い
、
そ
の
後
任
と
し

て
大
野
守
雄
氏
が
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
令
和
４
年
７
月

１
日
か
ら
令
和
５
年
11
月
19
日

ま
で
で
す
。

　
大
野
氏
に
は
市
の
農
業
活
性

化
の
た
め
に
、
農
地
転
用
な
ど

の
法
令
に
基
づ
く
許
認
可
業

務
、
遊
休
農
地
対
策
や
利
用
状

況
調
査
な
ど
の
農
地
利
用
の
最

適
化
を
担
っ
て
い
た
だ
き
、
地

域
農
業
の
振
興
に
尽
力
し
て
頂

き
ま
す
。

〜
新
農
業
委
員
挨
拶
〜

　
農
業
委
員
と
し
て
責
任
の
重

さ
を
心
に
強
く
感
じ
て
お
り
ま

す
。
今
後
の
農
業
委
員
と
し
て

の
活
動
の
指
針
は
、
地
域
の
皆

様
や
委
員
の
皆
様
と
一
緒
に
考

え
、
行
動
し
、
農
業
を
と
り
ま

く
様
々
な
課
題
や
農
業
環
境
の

改
善
に
努
力
す
る
こ
と
で
す
。

よ
ろ
し
く

お
願
い
し

ま
す
。

伊勢崎市農業施策等に関する意見書を提出
　伊勢崎市農業委員会では11月11日、臂市長に意見書を提出しました。
　この意見書は、農業委員会が農業者の公的代表として認定農業者など農業者の声を聞き、農業の現状を
踏まえたうえで審議を重ねて取りまとめたものです。これからの伊勢崎市の農政をより良いものにしてい
くため、５項目を提出いたしました。

【意見書の内容】
１．担い手の育成について
　次世代の担い手を育成するため、関係機関や先輩農業者が連携して研修等を行い、収益の増加や経営規
模の拡大が図れるような支援施策の拡充を図るとともに、規模拡大に対する交付金の拡充を検討すること。
また、新規就農者の参入について、就農者に必要な情報がきちんと伝わるように整備するとともに、初期
での設備投資を低減するような施策や就農後に離農せず定着するような支援施策を検討すること。

２．農地の維持について
　優良農地として耕作されている農地を維持するため、農地のマッチングや今後の利用について地域で話
し合える機会を設け、農地の集約・集積を推進し、地域計画の策定を推進すること。

３．耕作放棄地について
　耕作放棄地の解消にかかる支援について、荒廃の区分に応じたものに拡充し、解消を行う者の負担軽減
を図ること。また、関係機関と連携し、耕作放棄地を解消した後に耕作す
るのに適した作物を検討すること。

４．農地中間管理機構による遊休農地の借り受けについて
　これまで農地中間管理機構に対して貸付希望のあった市内の遊休農地に
ついては、全て機構の借り受け基準に対し「不適合」扱いとされています。
遊休農地であることだけで判断せず、機構が農地バンク事業の趣旨に沿っ
た事業展開が図られるよう市からも働きかけること。

５．農業生産基盤の推進について
　耕作が困難な狭小農地や不整形な農地等について、改正される農業経営
基盤強化促進法に規定される農家負担ゼロでほ場整備ができる機構関連整
備事業の活用を推進すること。また、農業用水路等の農業施設の管理につ
いては、農業者の高齢化や経営の規模拡大により大きな負担となっている
ため、多面的機能支払交付金を活用し、農業者だけでなく地域住民を巻き

　
８
月
２
日
、
J
A
佐
波
伊
勢

崎
本
店
に
お
い
て
３
年
ぶ
り
に

認
定
農
業
者
等
の
代
表
と
農
業

委
員
と
の
意
見
交
換
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
意
見
交
換
会
は
農
業
者

の
意
見
や
要
望
を
農
業
政
策
に

反
映
さ
せ
る
目
的
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
の
農
業
に
関
す

る
課
題
で
あ
る
、①
担
い
手
の

育
成
に
つ
い
て
②
今
後
の
農
地

の
集
積
・
集
約
に
つ
い
て
③
遊

休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
に

つ
い
て
等
掲
げ
ら
れ
た
３
つ
の

テ
ー
マ
に
対
し
て
の
活
発
な
意

見
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
は
凄
ま
じ
く
、
問
題
が
山
積

し
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
地
域
の
農
業
を
守
る
た
め

に
も
担
い
手

と
農
業
委
員

間
で
意
見
を

交
換
し
、
よ

り
良
い
農
業

環
境
を
目
指

し
て
い
き
ま

す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、①
農
地

利
用
の
確
認
②
遊
休
農
地
の
実

態
把
握
と
発
生
防
止
・
解
消
③

違
反
転
用
発
生
防
止
・
早
期
発

見
に
対
す
る
取
り
組
み
と
し

て
、
定
期
的
に
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
（
利
用
状
況
調
査
）
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
利
用
状

況
調
査
）
で
遊
休
農
地
と
判
断

さ
れ
た
農
地
の
所
有
者
等
に
対

し
て
、
利
用
意
向
調
査
を
行
い

ま
す
。
利
用
意
向
調
査
と
は
、

該
当
農
地
に
対
し
て
、
今
後
の

利
用
に
つ
い
て
意
向
を
お
尋
ね

す
る
も
の
で
す
。

　
該
当
農
地
の
所
有
者
等
に

は
、
11
月
下
旬
に
調
査
書
を
発

送
し
ま
し
た
の
で
回
答
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ご
記
入

い
た
だ
い
た
調
査
書
に
つ
い
て

は
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
（
切

手
不
要
）
に
入
れ
令
和
４
年
12

月
22
日
（
必
着
）
ま
で
に
ご
送

付
く
だ
さ
い
。
ご
不
明
な
点

は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

農
業
委
員
会
事
務
局
：

T
E
L
　
2
7
―
2
7
8
2

相
続
登
記
の
申
請
が

義
務
化
さ
れ
ま
す

新
農
業
委
員
を

紹
介
し
ま
す
！

あ
か
ぼ
り
小
菊
の
里

あ
か
ぼ
り
小
菊
の
里

　
小
泉
稲
荷
大
鳥
居
（
小
泉
町
）

周
辺
に
、
様
々
な
色
彩
を
放
つ

コ
ス
モ
ス
が
咲
き
ま
し
た
。

　
10
月
15
日
と
16
日
の
二
日

間
、
小
泉
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
泉
コ
ス

モ
ス
畑
は
、
平
成
14
年
に
当
時

の
減
反
政
策
の
一
環
と
し
て
地

元
の
農
家
さ
ん
が
お
米
の
代
わ

り
に
コ
ス
モ
ス
を
植
え
た
の
が

始
ま
り
で
す
。

　
今
年
は
切
り

花
コ
ー
ナ
ー
や

農
産
物
の
直
売

が
行
わ
れ
、
会

場
周
辺
に
は
多

く
の
人
が
訪
れ

ま
し
た
。

利
用
意
向
調
査
を

実
施
し
ま
す

認
定
農
業
者
と
の
意
見

交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た

令和4年12月 （２）（３） 令和4年12月 農 業 委 員 会 だ よ り 農 業 委 員 会 だ よ り



●Ｐ１：農業まつりが開催されました
●Ｐ２：認定農業者との意見交換会を開催

しました
●Ｐ２：利用意向調査を実施します
●Ｐ２：伊勢崎市農業施策等に関する意見

書を提出
●Ｐ３：新農業委員を紹介します！
●Ｐ３：相続登記の申請が義務化されます
●Ｐ３：あかぼり小菊の里
●Ｐ３：小泉コスモス
●Ｐ３：令和４年度関東ブロック女性農業

委員研修会
●Ｐ４：農作業事故をなくそう！
●Ｐ４：申請書の締切日は毎月10日です！

主な記事
　
11
月
23
日
に
第
60
回
伊
勢
崎
市

農
業
ま
つ
り
が
ナ
ル
セ
グ
ル
ー
プ

伊
勢
崎
市
民
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
、
３
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、「
未
来
に
つ
な
げ
る
地
元

農
業
！
〜
地
元
農
畜
産
物
ア
ピ
ー
ル

大
作
戦
〜
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ

て
、
農
業
の
振
興
と
農
畜
産
物
の
安

全
・
安
心
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
伊
勢

崎
市
の
優
れ
た
農
業
を
よ
り
多
く
の

消
費
者
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
願
い
を
込
め
て
、
た
く
さ
ん
の
イ

ベ
ン
ト
と
と
も
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
で
し

た
が
、
多
く
の
お
客
様
に
来
場
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

農
業
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

草が生い茂っていて境界が見えにくい
状況で事故が起きました。

農
作
業
事
故
を

　
　な
く
そ
う
！

農
作
業
事
故
を

　
　な
く
そ
う
！

１件の重大な事故

２９件の
軽微な事故

３００件の
ヒヤリ・ハット

ハインリッヒの法則

　農地の売買や貸借、転用の許可申請などの締め切り
は毎月10日となります。10日が休日の場合、直後の市
役所開庁日です。締め切り日付近は混雑しますので、
お早めにお越しください。
○締切日
12月12日、令和5年1月10日、2月10日、3月10日、4月10日

申請書の締切日は毎月10日です！

ま
す
。

◇
詰
ま
り
除
去
時
は
エ
ン
ジ
ン

停
止

　
ロ
ー
タ
リ
ー
や
刈
り
払
い
機

等
に
草
が
絡
ま
っ
た
際
、
エ
ン

ジ
ン
を
止
め
ず
に
取
り
除
い
て

い
ま
せ
ん
か
？

　
回
転
部
へ
の
巻
き
込
ま
れ
で

重
大
な
事
故
に
至
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。
エ
ン
ジ
ン
停
止
を

習
慣
化
し
ま
し
ょ
う
。

◇
ヒ
ヤ
リ・ハ
ッ
ト
を
見
逃
さ
な
い

　
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法
則
で
は
、

１
件
の
重
大
な
事
故
が
起
こ
る

前
に
は
29
件
の
軽
微
な
事
故
が

あ
り
、
3
0
0
件
の
ヒ
ヤ
リ
・

ハ
ッ
ト
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
は
「
ヒ
ヤ
リ
」
と
し
た
経

験
を
放
置
せ
ず
、
不
安
全
な
状

態
や
行
為
を
改
善
す
る
こ
と
が

重
要
に
な
り
ま
す
。

を
付
け
て
も
後
方
か
ら
見
え
る

位
置
や
幅
の
わ
か
る
位
置
に

「
低
速
車
マ
ー
ク
」や「
反
射
板
」

を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

◇
作
業
前
に
は
機
械
の
点
検
・

整
備
ほ
場
周
辺
の
安
全
点
検

　
機
械
不
調
に
よ
る
作
業
の
中

断
は
、
焦
り
に
つ
な
が
り
や
す

く
、
そ
う
い
う
時
に
こ
そ
事
故

は
発
生
し
が
ち
で
す
。
作
業
前

に
は
取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
ん

で
機
械
の
点
検
整
備
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
ほ
場
周
辺
に

危
険
箇
所
が
な
い
か
確
認
し
、

路
肩
や
ほ
場
の
境
が
は
っ
き
り

と
わ
か
る
よ
う
に
草
刈
り
を

行
っ
た
り
、
危
険
箇
所
に
ポ
ー

ル
等
の
目
印
を
立
て
る
な
ど
の

対
策
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

身
近
に
潜
む
事
故

  
死
亡
に
は
至
ら
な
い
負
傷
事

故
も
多
発
し
て
い
ま
す
。
特
に

多
い
も
の
に
、
刈
り
払
い
機
に

よ
る
ケ
ガ
、
回
転
部
へ
の
巻
き

込
ま
れ
、
高
所
か
ら
の
転
落
等

が
あ
り
ま
す
。

◇
保
護
具
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う

　
刈
り
払
い
機
に
よ
る
ケ
ガ
で
は
、

破
損
し
た
刈
刃
の
破
片
が
目
に

刺
さ
っ
た
り
、
体
に
入
り
込
ん

だ
事
例
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い

て
い
る
条
件
に
当
て
は
ま
る
事

例
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

事
故
事
例
に
学
ぶ
安
全
対
策

◇
安
全
キ
ャ
ブ
・
フ
レ
ー
ム
の

装
着
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

　
安
全
フ
レ
ー
ム
等
を
装
着
し

て
い
て
も
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

し
て
い
な
く
て
投
げ
出
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
農
機
を
運
転

す
る
際
に
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

◇
低
速
車
マ
ー
ク
や
反
射
板
の

装
着

　
速
度
の
遅
い
農
耕
車
が
、
夕

方
か
ら
夜
に
か
け
て
の
時
間
帯

に
後
続
車
か
ら
追
突
さ
れ
る
事

故
が
増
え
て
い
ま
す
。
一
般
車

両
と
の
接
触
や
追
突
を
防
ぐ
た

め
に
は
周
囲
に
気
付
い
て
も
ら

う
こ
と
が
大
切
で
す
。
作
業
機

　
農
作
業
中
の
事
故
で
、
毎
年

3
0
0
人
近
く
の
方
が
亡
く
な

っ
て
お
り
、
県
内
で
も
毎
年
７

件
前
後
の
死
亡
事
故
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
に
は
、
日
頃
の
作
業
の
中

に
ど
の
よ
う
な
危
険
が
潜
ん
で

い
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

過
去
の
事
故
事
例
か
ら

　
農
林
水
産
省
の
死
亡
事
故
調

査
で
は
、
令
和
２
年
の
死
亡
事

故
の
７
割
が
機
械
に
関
係
す
る

事
故
で
、
そ
の
中
で
も
乗
用
型

ト
ラ
ク
タ
ー
の
転
落
・
転
倒
に

よ
る
も
の
が
最
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
県
内
で
の
事
故
事
例
を
み
て

も
転
倒
に
よ
る
も
の
が
最
大
の

要
因
で
す
。
県
内
の
事
故
要
因

を
分
析
し
て
み
る
と
、「
安
全

フ
レ
ー
ム
が
つ
い
て
い
な
い
」、

「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
な

か
っ
た
」「
日
没
が
近
く
て
見

え
に
く
い
状
況
だ
っ
た
」「
雑

草
が
繁
茂
し
て
い
て
境
界
が
見

え
に
く
か
っ
た
」
な
ど
死
亡
事

故
が
発
生
し
や
す
い
と
言
わ
れ

（
伊
勢
崎
地
区
農
業
指
導
セ
ン
タ
ー
）

伊勢崎市の HP
⬇

産業・ビジネス
⬇
農業
⬇

農地法関係各申請手続き

○検索方法

市のHP https://www.city.isesaki.lg.jp

農地転用、賃貸借解除等の各申請書は
伊勢崎市のホームページから取得できます！

た
。
農
産
物
共
進
会
か
ら
多
く
の

出
品
物
を
は
じ
め
、
鉢
花
の
即
売

の
ほ
か
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
の
飲

食
販
売
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
　

　
ス
ペ
シ
ャ
ル
農
業
応
援
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
特
徴
と
す
る
ご
当
地
ア
イ
ド

ル
M
e
n
k
o
i
ガ
ー
ル
ズ
の

ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
、
子
ど
も
達

に
よ
る
チ
ア
ダ
ン
ス
や
も
の
ま
ね

番
組
で
お
な
じ
み
の
神
奈
月
さ
ん

の
も
の
ま
ね
ス
テ
ー
ジ
が
披
露
さ

れ
大
盛
況
で
し
た
。
消
防
車
や
パ

ト
カ
ー
な
ど
が
間
近
で
見
ら
れ
る

乗
り
物
コ
ー
ナ
ー
は
た
く
さ
ん
の

子
ど
も
達
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し

た
。

　
秋
の
一
日
、
老
若
男
女
問
わ
ず

楽
し
く
過
ご
せ
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
来
年
の
農
業
ま
つ
り
に
は
ぜ

令和4年12月 （４）

いせさき

～第49号～

令和4年12月

発行所／
　伊勢崎市農業委員会
　
編　集／
　伊勢崎市農業委員会
　編　集　委　員　会

農 業 委 員 会 だ よ り


